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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のチャンネルを有するデジタル放送を受信する受信装置であって、
　チャンネルを選局する選局動作を検出する検出手段と、
　選局中のチャンネルで放送中の放送番組が予め定められた視聴条件を満たすことで視聴
者が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組であるか否かを判定する第１判
定手段と、
　前記第１判定手段が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組であると判定
した場合に、当該放送番組の視聴開始時刻が報酬を受け取る権利を取得することができる
タイミングであるか否かを判定する第２判定手段と、
　前記第２判定手段により当該放送番組の視聴開始時刻が報酬を受け取る権利を取得する
ことができるタイミングであると判定された場合には、前記チャンネルの選局の制御に関
するモードを通常モードから警告モードに遷移させ、
　前記第２判定手段により当該放送番組の視聴開始時刻が報酬を受け取る権利を取得する
ことができるタイミングでないと判定された場合には、前記チャンネルの選局の制御に関
するモードを通常モードから警告モードに遷移させない制御を行う遷移手段と、
　前記警告モードにおいて、報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組を視聴
している間に、当該放送番組を放送中のチャンネルから他のチャンネルに選局する選局動
作を前記検出手段が検出した場合に、前記報酬を受け取る権利が失われることを通知する
通知手段と、
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　を有することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、前記選局動作として、視聴者の選局の指示による選局動作、及び、予
約された放送番組の録画による選局動作の少なくとも１つを検出することを特徴とする請
求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　前記第１判定手段は、前記選局中のチャンネルで放送中の放送番組の番組情報データに
基づいて、当該放送番組が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組であるか
否かを判定することを特徴とする請求項１または２に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記予め定められた視聴条件は、報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組
を指定された時刻に視聴していること、報酬を受け取る権利を取得することができる放送
番組を指定された時刻の間視聴していること、及び、報酬を受け取る権利を取得すること
ができる放送番組を指定された時間視聴していることの少なくとも１つであることを特徴
とする請求項１乃至３のうちいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項５】
　前記警告モードにおいて、前記報酬を受け取る権利が失われることを通知する画面を表
示するように制御する表示制御手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至４のうち
いずれか１項に記載の受信装置。
【請求項６】
　前記報酬は、前記受信装置に接続された印刷機器で印刷することができる印刷コンテン
ツ、又は、前記受信装置で起動することができるアプリケーションであることを特徴とす
る請求項１乃至５のうちいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項７】
　前記予め定められた視聴条件を満たしたか否かを判定する第３判定手段を更に有し、
　前記第３判定手段が、報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組中の所定の
時刻に送信されるイベントメッセージを利用して前記予め定められた視聴条件を満たした
か否かを判定する場合、前記第２判定手段は、当該放送番組の視聴開始時刻と当該放送番
組中に送信された初回のイベントメッセージの送信時刻とを比較し、前記視聴開始時刻が
前記初回のイベントメッセージの送信時刻より遅い場合に、前記視聴開始時刻が前記報酬
を受け取る権利を取得することができるタイミングでないと判定することを特徴とする請
求項１乃至６のうちいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項８】
　放送番組の映像データを受信する受信手段と、
　視聴する放送番組の切り替えを検出する検出手段と、
　通知手段と、
　視聴中の放送番組が、予め定められた視聴条件を満たすことで視聴者が報酬を受け取る
権利を取得することができる放送番組であり、前記視聴中の放送番組の視聴開始時刻が、
報酬を受け取る権利を取得することができるタイミングであった場合には、前記検出手段
が前記視聴中の放送番組から他の放送番組への切り替えを検出したことに応じて、前記報
酬を受け取る権利が失われることを前記通知手段により通知させ、
　視聴中の放送番組が、予め定められた視聴条件を満たすことで視聴者が報酬を受け取る
権利を取得することができる放送番組であり、前記視聴中の放送番組の視聴開始時刻が、
報酬を受け取る権利を取得することができるタイミングでない場合に、前記検出手段が前
記視聴中の放送番組から他の放送番組への切り替えを検出したことにより、前記報酬を受
け取る権利が失われることを前記通知手段により通知させないように制御する制御手段と
、
　を有することを特徴とする受信装置。
【請求項９】
　前記視聴中の放送番組が、予め定められた視聴条件を満たすことで視聴者が報酬を受け
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取る権利を取得することができる放送番組であるか否かを判定する判定手段を更に有し、
　前記判定手段は、前記視聴中の放送番組の番組情報データに基づいて、前記視聴中の放
送番組が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組であるか否かを判定するこ
とを特徴とする請求項８に記載の受信装置。
【請求項１０】
　前記予め定められた視聴条件は、報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組
を指定された時刻に視聴していること、報酬を受け取る権利を取得することができる放送
番組を指定された時刻の間視聴していること、及び、報酬を受け取る権利を取得すること
ができる放送番組を指定された時間視聴していることの少なくとも１つであることを特徴
とする請求項８または９に記載の受信装置。
【請求項１１】
　前記報酬を受け取る権利が失われることを通知する画面を表示するように制御する表示
制御手段を更に有することを特徴とする請求項８乃至１０のうちいずれか１項に記載の受
信装置。
【請求項１２】
　前記報酬は、前記受信装置に接続された印刷機器で印刷することができる印刷コンテン
ツ、又は、前記受信装置で起動することができるアプリケーションであることを特徴とす
る請求項８乃至１１のうちいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項１３】
　前記視聴中の放送番組の視聴開始時刻が、前記報酬を受け取る権利を取得することがで
きるタイミングであるか否かを判定する時刻判定手段を更に有し、
　前記時刻判定手段は、前記報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組中の所
定の時刻に送信されるイベントメッセージを利用して、前記視聴開始時刻と当該放送番組
中に送信された初回のイベントメッセージの送信時刻とを比較し、前記視聴開始時刻が前
記初回のイベントメッセージの送信時刻より遅い場合に、前記視聴開始時刻が前記報酬を
受け取る権利を取得することができるタイミングでないと判定することを特徴とする請求
項８乃至１２のうちいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項１４】
　複数のチャンネルを有するデジタル放送を受信する受信装置の制御方法であって、
　前記受信装置の検出手段が、チャンネルを選局する選局動作を検出する検出ステップと
、
　前記受信装置の第１判定手段が、選局中のチャンネルで放送中の放送番組が予め定めら
れた視聴条件を満たすことで視聴者が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番
組であるか否かを判定する第１判定ステップと、
　前記受信装置の第２判定手段が、前記第１判定ステップで報酬を受け取る権利を取得す
ることができる放送番組であると判定した場合に、当該放送番組の視聴開始時刻が報酬を
受け取る権利を取得することができるタイミングであるか否かを判定する第２判定ステッ
プと、
　前記受信装置の遷移手段が、前記第２判定ステップにより当該放送番組の視聴開始時刻
が報酬を受け取る権利を取得することができるタイミングであると判定された場合には、
前記チャンネルの選局の制御に関するモードを通常モードから警告モードに遷移させ、
　前記第２判定ステップにより当該放送番組の視聴開始時刻が報酬を受け取る権利を取得
することができるタイミングでないと判定された場合には、前記チャンネルの選局の制御
に関するモードを通常モードから警告モードに遷移させない制御を行う遷移ステップと、
　前記受信装置の通知手段が、前記警告モードにおいて、報酬を受け取る権利を取得する
ことができる放送番組を視聴している間に、当該放送番組を放送中のチャンネルから他の
チャンネルに選局する選局動作を前記検出ステップで検出した場合に、前記報酬を受け取
る権利が失われることを通知する通知ステップと、
　を有することを特徴とする制御方法。
【請求項１５】
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　受信装置の制御方法であって、
　前記受信装置の受信手段が、放送番組の映像データを受信する受信ステップと、
　前記受信装置の検出手段が、視聴する放送番組の切り替えを検出する検出ステップと、
　前記受信装置の制御手段が、視聴中の放送番組が、予め定められた視聴条件を満たすこ
とで視聴者が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組であり、前記視聴中の
放送番組の視聴開始時刻が、報酬を受け取る権利を取得することができるタイミングであ
った場合には、前記検出ステップで前記視聴中の放送番組から他の放送番組への切り替え
を検出したことに応じて、前記報酬を受け取る権利が失われることを前記受信装置の通知
手段により通知させ、
　視聴中の放送番組が、予め定められた視聴条件を満たすことで視聴者が報酬を受け取る
権利を取得することができる放送番組であり、前記視聴中の放送番組の視聴開始時刻が、
報酬を受け取る権利を取得することができるタイミングでない場合に、前記検出ステップ
で前記視聴中の放送番組から他の放送番組への切り替えを検出したことにより、前記報酬
を受け取る権利が失われることを前記受信装置の通知手段により通知させないように制御
する制御ステップと、
　を有することを特徴とする制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信装置及び制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル放送においては、放送データに印刷コンテンツを重畳して送出し、データ放送
印刷機能を提供する技術が実現されている。データ放送印刷機能では、クイズ番組の解答
用紙、星占い、お店の割引クーポン券、プレゼント応募券等の様々な種類の印刷コンテン
ツを送出することが可能であり、番組内容に特化した印刷コンテンツ（情報）が提供され
ている。
【０００３】
　特に、割引クーポン券やプレゼント応募券などの印刷コンテンツは、視聴者が番組又は
コマーシャルを視聴した結果として、かかる印刷コンテンツを取得する権利を得られるよ
うにすることも可能である。この場合、視聴者のみではなく、スポンサーや放送局にとっ
てもメリットが大きいと言える。
【０００４】
　そこで、番組の放送データに付加情報（信号コード）を付加して送出し、視聴中に付加
情報の受信回数をカウントして予め定められた基準に達した場合には、番組を任意の時間
視聴していたと判定し、割引クーポン券など（報酬）を提供する技術が提案されている。
このような技術に関しては、特許文献１に開示されている。
【特許文献１】特開２００４－２８９７７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１では、番組を視聴中のチャンネル操作や予約した番組の録画
の開始等によって別のチャンネルが選局されると、それまでの視聴による付加情報のカウ
ント（ポイント）が破棄されてしまうため、視聴者が報酬を取得する権利を失ってしまう
。
【０００６】
　本発明は、このような従来技術の課題に鑑みて、視聴による報酬を受け取る権利を失う
ことを防止することが可能な新たな技術を提供することを例示的目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記目的を達成するために、本発明の一側面としての受信装置は、複数のチャンネルを
有するデジタル放送を受信する受信装置であって、チャンネルを選局する選局動作を検出
する検出手段と、選局中のチャンネルで放送中の放送番組が予め定められた視聴条件を満
たすことで視聴者が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組であるか否かを
判定する第１判定手段と、前記第１判定手段が報酬を受け取る権利を取得することができ
る放送番組であると判定した場合に、当該放送番組の視聴開始時刻が報酬を受け取る権利
を取得することができるタイミングであるか否かを判定する第２判定手段と、前記第２判
定手段により当該放送番組の視聴開始時刻が報酬を受け取る権利を取得することができる
タイミングであると判定された場合には、前記チャンネルの選局の制御に関するモードを
通常モードから警告モードに遷移させ、前記第２判定手段により当該放送番組の視聴開始
時刻が報酬を受け取る権利を取得することができるタイミングでないと判定された場合に
は、前記チャンネルの選局の制御に関するモードを通常モードから警告モードに遷移させ
ない制御を行う遷移手段と、前記警告モードにおいて、報酬を受け取る権利を取得するこ
とができる放送番組を視聴している間に、当該放送番組を放送中のチャンネルから他のチ
ャンネルに選局する選局動作を前記検出手段が検出した場合に、前記報酬を受け取る権利
が失われることを通知する通知手段と、を有することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の更なる目的又はその他の側面は、以下、添付図面を参照して説明される好まし
い実施形態によって明らかにされるであろう。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、例えば、視聴による報酬を受け取る権利を失うことを防止することが
可能な新たな技術を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施の形態について説明する。なお、各図
において、同一の部材については同一の参照番号を付し、重複する説明は省略する。
【００１５】
　図１は、本発明の一側面としてのデジタル放送受信装置を含む放送システムの一例を示
す図である。かかる放送システムは、図１に示すように、放送局１０と、デジタル放送受
信装置２０と、プリンタ３０とを含む。放送局１０は、複数の放送番組のそれぞれに対応
する複数のデジタル放送を送出する。デジタル放送受信装置２０は、アンテナを介して、
放送局１０から送出された複数のデジタル放送を受信する。プリンタ３０は、ネットワー
ク回線を介して、デジタル放送受信装置２０に通信可能に接続され、デジタル放送受信装
置２０が取得（受信）した印刷コンテンツを印刷する印刷機器として動作する。
【００１６】
　図２は、本発明の一側面としてのデジタル放送受信装置２０のシステム構成及び外部と
の接続構成を示す概略ブロック図である。デジタル放送受信装置２０は、チューナ部２０
１と、データ分離部２０２と、映像デコード部２０３と、音声デコード部２０４と、表示
合成部２０５と、表示制御部２０６とを有する。また、デジタル放送受信装置２０は、音
声制御部２０７と、映像表示部２０８と、音声出力部２０９と、グラフィック生成部２１
０と、システム制御部２１１と、受光部２１２と、選局制御部２１３とを有する。更に、
デジタル放送受信装置２０は、メモリ部２１４と、タイマー部２１５と、データ放送制御
部２１６と、データ放送ブラウズ処理部２１７と、印刷制御部２１８と、通信制御部２１
９と、録画制御部２２０とを有する。なお、デジタル放送受信装置２０の各構成要素は、
システムバス２２１を介して、互いに接続されている。
【００１７】
　デジタル放送受信装置２０は、テレビ基本機能として、テレビ放送の選局処理機能を有
する。また、デジタル放送受信装置２０は、テレビ拡張機能として、『社団法人電波産業
界　標準規格「デジタル放送におけるデータ放送符号化方式と伝送方式」　ＡＲＩＢ　Ｓ
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ＴＤ－Ｂ２４　４．４版』で規定されるデータ放送のブラウズ機能や印刷機能を有する。
【００１８】
　まず、デジタル放送受信装置２０の選局処理機能について説明する。選局処理機能とは
、アンテナ２５１を介して、チューナ部２０１でデジタル放送信号を受信し、視聴者（ユ
ーザ）によって選択されたチャンネルに関わる映像や番組情報等を映像表示部２０８に表
示する機能及び音声を音声出力部２０９から出力する機能である。
【００１９】
　具体的には、システム制御部２１１は、受光部２１２を介して、視聴者のリモコン２５
２の操作による選局処理を示す操作情報を受信し、かかる操作情報に基づいて視聴者が選
択したチャンネルを判定して選局制御部２１３に選局を要求（選局要求）する。換言すれ
ば、システム制御部２１１は、チャンネルを選局する選局動作を検出する。選局制御部２
１３は、システム制御部２１１からの選局要求に基づいて、チューナ部２０１及びデータ
分離部２０２の選局制御を開始する。
【００２０】
　チューナ部２０１は、入力された放送信号に対して、復調処理や誤り訂正処理等を施し
、トランスポートストリーム（ＴＳ）を形成して、データ分離部２０２に出力する。
【００２１】
　ＴＳには、複数のチャンネルに関わる映像データ、音声データ、番組情報データ、デー
タ放送データ及び現在時刻情報等が多重されている。なお、番組情報データには、印刷コ
ンテンツメタ情報、番組名、番組内容説明、放送チャンネル、放送時間情報（開始時刻と
継続時間）及び番組ジャンル情報等が含まれる。データ放送データは、ＩＳＯ／ＩＥＣ１
３８１８－６やＡＲＩＢによる標準規格ＳＴＤ－Ｂ２４等で規定及び記述されているＤＳ
Ｍ－ＣＣのデータカルーセル方式によって放送局１０から繰り返し送出される。時刻情報
には、年月日情報及び時分秒情報等が含まれる。
【００２２】
　データ分離部２０２は、入力されたＴＳから所望のチャンネル（即ち、視聴者によって
選択されたチャンネル）に関わる映像データ、音声データ、番組情報データ、データ放送
データ及び現在時刻情報等を分離する。データ分離部２０２は、分離した映像データ及び
音声データのそれぞれを、映像デコード部２０３及び音声デコード部２０４に出力する。
また、データ分離部２０２は、番組情報データ及びデータ放送データをメモリ部２１４に
出力し、メモリ部２１４は、かかる番組情報データ及びデータ放送データを蓄積する。更
に、データ分離部２０２は、現在時刻情報をタイマー部２１５に出力する。タイマー部２
１５では、時刻情報のカウントを行う。
【００２３】
　映像デコード部２０３は、入力された映像データに対して、ＭＰＥＧ等の複合化処理を
施して、表示合成部２０５に出力する。
【００２４】
　音声デコード部２０４は、入力された音声データに対して、ＭＰＥＧ等の複合化処理を
施して、音声制御部２０７に出力する。
【００２５】
　表示合成部２０５は、映像デコード部２０３で複合化処理が施された（即ち、複合され
た）映像データと、グラフィック生成部２１０で生成されたグラフィックデータとを合成
する。
【００２６】
　表示制御部２０６は、映像データを、映像表示部２０８の表示解像度、表示色数及びリ
フレッシュレートに適した表示データ（タイミングを含む）に変換して、映像表示部２０
８に出力する。映像表示部２０８は、表示制御部２０６からの表示データに基づいて、映
像を表示する。
【００２７】
　音声制御部２０７は、音声データのボリュームレベル等を変更して、音声出力部２０９
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に出力する。音声出力部２０９は、音声制御部２０７からの音声データに基づいて、音声
を出力する。
【００２８】
　選局制御部２１３は、上述した選局処理動作が正常に完了すると、線直したチャンネル
情報をメモリ部２１４に蓄積させる。
【００２９】
　次に、デジタル放送受信装置２０のデータ放送のブラウズ機能について説明する。シス
テム制御部２１１は、受光部２１２を介して、視聴者のリモコン２５２の操作によるブラ
ウズ処理を示す操作情報を受信し、かかる操作情報に基づいてデータ放送制御部２１６に
データ放送のブラウズ処理を要求（ブラウズ処理要求）する。
【００３０】
　データ放送制御部２１６は、メモリ部２１４に蓄積されたデータ放送データを取得する
。データ放送制御部２１６は、取得したデータ放送データをデータ放送ブラウズ処理部２
１７に送信して、ブラウズ処理を要求する。なお、データ放送のブラウズ処理に必要なデ
ータがメモリ部２１４に蓄積されていない場合、データ放送制御部２１６は、データ分離
部２０２に対して、データ放送データの取得を要求する。
【００３１】
　印刷制御部２１８は、印刷に関する動作を（例えば、放送局１０から受信した印刷コン
テンツなどがプリンタ３０で印刷されるように）制御する。
【００３２】
　通信制御部２１９は、デジタル放送受信装置２０に接続する外部装置（例えば、プリン
タ３０）との通信（データの送受信）を制御する。
＜第１の実施形態＞
　以下、デジタル放送受信装置２０において、予め定められた条件（視聴条件）を満たす
ことで視聴者が報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組を視聴する場合につ
いて説明する。報酬としては、デジタル放送受信装置２０に接続されたプリンタ３０で印
刷することができる印刷コンテンツ、静止画や動画などの映像コンテンツ、デジタル放送
受信装置２０で起動することができる（即ち、実行可能な）アプリケーションが考えられ
る。但し、本実施形態では、予め定められた条件（視聴条件）を満たすことで印刷コンテ
ンツを受け取る権利を取得する（以下、「印刷報酬取得サービス」とする）場合を例に説
明する。
【００３３】
　放送局１０は、デジタル放送の放送データに印刷コンテンツを重畳して送出すると共に
、かかる放送番組の情報番組データ（ＳＩ情報）として、印刷コンテンツメタ情報を多重
して送出する。印刷コンテンツメタ情報には、図３に示すように、印刷コンテンツの種別
、印刷コンテンツの名称、印刷コンテンツの内容、視聴条件としての視聴ポイント数、初
回イベント発生時刻情報などが含まれている。ここで、図３は、情報番組データに含まれ
る印刷コンテンツメタ情報の一例を示す図である。
【００３４】
　デジタル放送受信装置２０においては、システム制御部２１１は、選局中のチャンネル
で放送中の放送番組の情報番組データに含まれている印刷コンテンツメタ情報に基づいて
、印刷報酬取得サービスを含む放送番組であるか否かを判定する。具体的には、システム
制御部２１１は、印刷コンテンツメタ情報に、視聴ポイント数が定義されていれば印刷報
酬取得サービスを含む放送番組であると判定し、視聴ポイント数が定義されていなければ
印刷報酬取得サービスを含まない放送番組であると判定する。
【００３５】
　また、システム制御部２１１は、印刷報酬取得サービスを含む放送番組が予め定められ
た視聴条件で視聴されたか否か（即ち、予め定められた視聴条件を満たしたか否か）を確
認する。本実施形態では、システム制御部２１１は、イベントメッセージを利用して、視
聴ポイントをカウントすることで、印刷報酬取得サービスを含む放送番組が予め定められ



(8) JP 4689711 B2 2011.5.25

10

20

30

40

50

た視聴条件で視聴されたか否かを確認する。イベントメッセージとは、デジタル放送受信
装置２０で動作するアプリケーションに対して、放送局１０から即座に、又は、指定した
時刻に送信されるメッセージである。イベントメッセージの送信方式については、『社団
法人電波産業界　標準規格「デジタル放送におけるデータ放送符号化方式と伝送方式」　
ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ２４　４．４版』に規定及び記述されている。
【００３６】
　イベントメッセージのタイプは、汎用イベントメッセージの記述子のｔｉｍｅ＿ｍｏｄ
ｅで定義されている。図４は、汎用イベントメッセージのデータ構造の一例を示す図であ
る。例えば、ｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００の場合には、デジタル放送受信装置２０は、
イベントメッセージを受信してすぐにイベントを発生させる。また、ｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ
＝０ｘ０３の場合には、デジタル放送受信装置２０は、放送番組の開始時刻からｅｖｅｎ
ｔ＿ｍｓｇ＿ｒｅｌａｔｉｖｅＴｉｍｅで定義された時間が経過した時点でイベントを発
生させる。
【００３７】
　図５は、イベントメッセージのタイプがｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００である場合にお
いて、印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始から印刷コンテンツを受け取る権利を
取得するまでの概要を示す図である。なお、図５では、印刷報酬取得サービスを含む放送
番組の開始時刻とかかる番組の視聴開始時刻とは一致しているものとする。
【００３８】
　図５を参照するに、まず、印刷報酬取得サービスを含む放送番組が開始した（視聴を開
始した）タイミングＴＭ１において、印刷コンテンツメタ情報から報酬としての印刷コン
テンツを取得するまでに必要な視聴ポイント数（視聴条件）を取得する。本実施形態では
、印刷コンテンツを取得するまでに必要な視聴ポイント数（視聴条件）は、「３」となっ
ている。また、初回イベント発生時刻は、１５：１５と定義されているものとする。なお
、タイミングＴＭ１において、選局制御部２１３は、後で詳細に説明するように、複数の
チャンネルの選局の制御に関するモードを通常モードから警告モードに遷移させる。
【００３９】
　次に、時刻が１５：１５となるタイミングＴＭ２において、最初のイベントメッセージ
を受信する。かかるイベントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００である
ため、イベントメッセージを受信したらすぐに視聴ポイント数を「１」だけ減算する。こ
れにより、視聴ポイント数は「２」となる。
【００４０】
　次に、時刻が１６：００となるタイミングＴＭ３において、２つ目のイベントメッセー
ジを受信する。かかるイベントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００であ
るため、イベントメッセージを受信したらすぐに視聴ポイント数を「１」だけ減算する。
これにより、視聴ポイント数は「１」となる。
【００４１】
　次に、時刻が１６：４５となるタイミングＴＭ４において、３つ目のイベントメッセー
ジを受信する。かかるイベントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００であ
るため、イベントメッセージを受信したらすぐに視聴ポイント数を「１」だけ減算する。
これにより、視聴ポイント数は「０」となるため、視聴者は報酬としての印刷コンテンツ
を受け取る権利を取得する。
【００４２】
　図６は、イベントメッセージのタイプがｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ０３である場合にお
いて、印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始から印刷コンテンツを受け取る権利を
取得するまでの概要を示す図である。なお、図６では、印刷報酬取得サービスを含む放送
番組の開始時刻とかかる番組の視聴開始時刻とは一致しているものとする。
【００４３】
　図６を参照するに、まず、印刷報酬取得サービスを含む放送番組が開始した（視聴を開
始した）タイミングＴＭ１において、印刷コンテンツメタ情報から報酬としての印刷コン
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テンツを取得するまでに必要な視聴ポイント数（視聴条件）を取得する。本実施形態では
、印刷コンテンツを取得するまでに必要な視聴ポイント数（視聴条件）は、「３」となっ
ている。
【００４４】
　次に、時刻が１５：０７となるタイミングＴＭ５において、最初のイベントメッセージ
を受信する。かかるイベントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ０３である
ため、ｅｖｅｎｔ＿ｍｓｇ＿ｒｅｌａｔｉｖｅＴｉｍｅを参照する。本実施形態では、ｅ
ｖｅｎｔ＿ｍｓｇ＿ｒｅｌａｔｉｖｅＴｉｍｅに１５分と定義されているため、放送番組
の開始時刻から１５分後の時刻が１５：１５となるタイミングＴＭ２において、視聴ポイ
ント数を「１」だけ減算する。これにより、視聴ポイント数は「２」となる。
【００４５】
　次に、時刻が１５：４０となるタイミングＴＭ６において、２つ目のイベントメッセー
ジを受信する。かかるイベントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ０３であ
るため、ｅｖｅｎｔ＿ｍｓｇ＿ｒｅｌａｔｉｖｅＴｉｍｅを参照する。本実施形態では、
ｅｖｅｎｔ＿ｍｓｇ＿ｒｅｌａｔｉｖｅＴｉｍｅに１時間と定義されているため、放送番
組の開始時刻から１時間後の時刻が１６：００となるタイミングＴＭ３において、視聴ポ
イント数を「１」だけ減算する。これにより、視聴ポイント数は「１」となる。
【００４６】
　次に、時刻が１６：３０となるタイミングＴＭ７において、３つ目のイベントメッセー
ジを受信する。かかるイベントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ０３であ
るため、ｅｖｅｎｔ＿ｍｓｇ＿ｒｅｌａｔｉｖｅＴｉｍｅを参照する。本実施形態では、
ｅｖｅｎｔ＿ｍｓｇ＿ｒｅｌａｔｉｖｅＴｉｍｅに１時間４５分と定義されているため、
放送番組の開始時刻から１時間４５分後の時刻が１６：４５となるタイミングＴＭ４にお
いて、視聴ポイント数を「１」だけ減算する。これにより、視聴ポイント数は「０」とな
るため、視聴者は報酬としての印刷コンテンツを受け取る権利を取得する。
【００４７】
　図７は、デジタル放送受信装置２０の動作（処理）の一例を説明するためのフローチャ
ートである。但し、本実施形態におけるデジタル放送受信装置２０の動作（処理）は、チ
ャンネルの選局の制御に関するモードが警告モードに遷移した場合に特徴を有するため、
以下では、警告モードに遷移した場合を重点に説明する。
【００４８】
　図７を参照するに、ステップＳ４０２において、システム制御部２１１は、複数の放送
番組から選局されて視聴する放送番組が印刷報酬取得サービスを含む放送番組であるか否
かを判定する。
【００４９】
　複数のチャンネルから選局されて視聴する放送番組が印刷報酬取得サービスを含む放送
番組ではないと判定された場合には、ステップＳ４０４において、選局制御部２１３は、
チャンネルの選局の制御に関するモードとして、通常モードを維持する。通常モードとは
、視聴者の選局の指示による選局動作や予約された放送番組の録画による選局動作に応じ
て、上述した選局処理を実行するモードである。
【００５０】
　一方、複数のチャンネルから選局されて視聴する放送番組が印刷報酬取得サービスを含
む放送番組であると判定された場合には、ステップＳ４０６において、選局制御部２１３
は、チャンネルの選局の制御に関するモードを通常モードから警告モードに遷移させる。
警告モードとは、印刷報酬取得サービスを含む放送番組を視聴している間に、システム制
御部２１１が視聴者の選局の指示による選局動作や予約された放送番組の録画による選局
動作を検出した場合に、報酬を受ける権利が失われることを通知するモードである。
【００５１】
　ステップＳ４０８において、システム制御部２１１は、視聴者のリモコン２５２の操作
による操作情報やイベントメッセージの受信などのイベントが発生したか否かを判定する
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。
【００５２】
　イベントが発生していないと判定された場合には、ステップＳ４１２に進み、イベント
が発生していると判定された場合には、ステップＳ４１０に進む。
【００５３】
　ステップＳ４１０において、システム制御部２１１は、イベントが選局動作であるか否
かを判定する。
【００５４】
　イベントが選局動作であると判定された場合には、ステップＳ４１６に進み、イベント
が選局動作ではないと判定された場合には、ステップＳ４１２に進む。
【００５５】
　ステップＳ４１２において、システム制御部２１１は、予め定められた視聴条件を満た
したか否かを確認する。
【００５６】
　予め定められた視聴条件を満たしていなければ、ステップＳ４０８に戻り、予め定めら
れた視聴条件を満たしていれば、ステップＳ４１４に進む。
【００５７】
　ステップＳ４１４において、システム制御部２１１は、チューナ部２０１を介して、印
刷コンテンツを受け取ってメモリ部２１４に格納すると共に、選局制御部２１３は、チャ
ンネルの選局の制御に関するモードを警告モードから通常モードに遷移させる。
【００５８】
　一方、イベントが選局動作であると判定された場合には、ステップＳ４１６において、
報酬を受ける権利が失われることを通知する（即ち、警告画面を表示する）。例えば、視
聴者の選局の指示による選局動作であれば、選局制御部２１３は、図８に示すような警告
画面の生成をグラフィック生成部２１０に依頼する。また、予約された放送番組の録画に
よる選局動作であれば、選局制御部２１３は、図９に示すような警告画面の生成をグラフ
ィック生成部２１０に依頼する。図８に示す警告画面は、視聴者の選局の指示による選局
動作に応じて、「視聴中のチャンネルを切り換えると、印刷サービスの権利を失いますが
よろしいでしょうか？」という旨を通知する画面である。また、図９に示す警告画面は、
予約された放送番組の録画による選局動作に応じて、「まもなく録画予約を開始します。
チャンネルが切り換わると、印刷サービスの権利を失いますがよろしいでしょうか？」と
いう旨を通知する画面である。そして、グラフィック生成部２１０で生成された警告画面
（図８又は図９）が映像表示部２０８に表示される。ここで、図８及び図９は、警告モー
ドにおいて映像表示部２０８に表示される警告画面の一例を示す図である。
【００５９】
　ステップＳ４１８において、選局制御部２１３は、選局動作を実行するか否かを判定す
る。具体的には、ステップＳ４１６で映像表示部２０８に表示された図８又は図９に示す
警告画面において、選局動作の実行を指示するＹＥＳボタンが選択されたか、或いは、選
局動作の中止を指示するＮＯボタンが選択されたか、を判定する。
【００６０】
　選局動作を実行しない（即ち、図８又は図９に示す警告画面において、ＮＯボタンが選
択された）と判定された場合には、ステップＳ４２０において、選局制御部２１３は、映
像表示部２０８に表示されている警告画面を消去して、ステップＳ４１２に戻る。この際
、選局制御部２１３は、上述した選局処理を実行しないことは言うまでもない。
【００６１】
　一方、選局動作を実行する（即ち、図８又は図９に示す警告画面において、ＹＥＳボタ
ンが選択された）と判定された場合には、ステップＳ４２２において、選局制御部２１３
は、上述した選局処理を実行する。
【００６２】
　また、ステップＳ４２４において、システム制御部２１１は、これまでの視聴条件（本
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実施形態では、視聴ポイント数）をクリアする。これにより、印刷報酬取得サービスを含
む放送番組の視聴により印刷コンテンツ（報酬）を取得することができる権利を失う。
【００６３】
　ステップＳ４２６において、選局制御部２１３は、チャンネルの選局の制御に関するモ
ードを警告モードから通常モードに遷移させる。
【００６４】
　このように、第１の実施形態によれば、予め定められた視聴条件を満たすことで報酬を
受け取る権利を取得することができる放送番組を視聴している間に、選局動作が発生した
場合には、かかる報酬を受け取る権利を失われることが通知（警告）される。従って、視
聴者は、選局動作を中止して視聴を継続することが可能となり、視聴による報酬を受け取
る権利を失うことを防止することができる。
【００６５】
　なお、図１０に示すように、印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始時刻を過ぎて
から、例えば、時刻が１５：３０となるタイミングＴＭ８において、かかる放送番組を放
送しているチャンネルが選局された（即ち、視聴を開始した）場合を考える。この場合、
システム制御部２１１は、印刷コンテンツメタ情報から初回イベント発生時刻（１５：１
５）を参照して、視聴開始時刻と初回イベント発生時刻とを比較する（即ち、報酬を受け
取る権利を取得できるタイミングであるか否かを判別する）。そして、システム制御部２
１１は、視聴開始時刻が初回イベント発生時刻を過ぎている（報酬を受け取る権利を取得
できるタイミングでない）と判別した場合には、その旨を選局制御部２１３に通知する。
なお、選局制御部２１３は、かかる通知を受けて、選局されたチャンネルで放送中の放送
番組が印刷報酬取得サービスを含む放送番組であっても、チャンネルの選局の制御に関す
るモードを警告モードに遷移させない。
＜第２の実施形態＞
　第１の実施形態では、印刷報酬取得サービスを含む放送番組をリアルタイムで視聴して
いる場合を例に説明した。但し、デジタル放送受信装置２０は、上述したように、録画制
御部２２０を有しているため、印刷報酬取得サービスを含む放送番組をリアルタイムでは
なく、録画して視聴（再生）することも可能である。第２の実施形態では、印刷報酬取得
サービスを含む放送番組を録画して視聴（再生）する場合を例に説明する。
【００６６】
　録画制御部２２０は、複数の放送番組から指定された放送番組を録画すると共に、録画
した放送番組を再生及び停止する機能を有する。録画された放送番組は、パーシャルＴＳ
としてメモリ部２１４に蓄積される。
【００６７】
　図１１は、イベントメッセージのタイプがｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００である場合に
おいて、録画された印刷報酬取得サービスを含む放送番組の再生開始から印刷コンテンツ
を受け取る権利を取得するまでの概要を示す図である。
【００６８】
　図１１を参照するに、録画した印刷報酬取得サービスを含む放送番組の再生を開始した
（視聴を開始した）タイミングＴＭ１１において、印刷コンテンツメタ情報から報酬とし
ての印刷コンテンツを取得するまでに必要な視聴ポイント数（視聴条件）を取得する。具
体的には、録画制御部２２０は、メモリ部２１４に蓄積されたパーシャルＴＳをデータ分
離部２０２に送り、パーシャルＴＳから分離された印刷コンテンツメタ情報を読み出して
視聴ポイント数を取得する。本実施形態では、印刷コンテンツを取得するまでに必要な視
聴ポイント数（視聴条件）は、「３」となっている。また、初回イベント発生時刻は、録
画された放送番組の再生開始時刻から１５分後と定義されているものとする。なお、タイ
ミングＴＭ１において、選局制御部２１３は、後で詳細に説明するように、録画した放送
番組の再生の制御に関するモードを通常モードから警告モードに遷移させる。
【００６９】
　次に、録画した放送番組の再生開始時刻から１５分後となるタイミングＴＭ１２（再生
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開始後時刻００：１５）において、最初のイベントメッセージを受信する。かかるイベン
トメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００であるため、イベントメッセージ
を受信したらすぐに視聴ポイント数を「１」だけ減算する。これにより、視聴ポイント数
は「２」となる。
【００７０】
　次に、録画した放送番組の再生開始時刻から１時間後となるタイミングＴＭ１３（再生
開始後時刻０１：００）において、２つ目のイベントメッセージを受信する。かかるイベ
ントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００であるため、イベントメッセー
ジを受信したらすぐに視聴ポイント数を「１」だけ減算する。これにより、視聴ポイント
数は「１」となる。
【００７１】
　次に、録画した放送番組の再生開始時刻から１時間４５分後となるタイミングＴＭ１４
（再生開始後時刻０１：４５）において、３つ目のイベントメッセージを受信する。かか
るイベントメッセージのタイプはｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００であるため、イベントメ
ッセージを受信したらすぐに視聴ポイント数を「１」だけ減算する。これにより、視聴ポ
イント数は「０」となるため、視聴者は報酬としての印刷コンテンツを受け取る権利を取
得する。
【００７２】
　図１２は、デジタル放送受信装置２０の動作（処理）の一例を説明するためのフローチ
ャートである。但し、本実施形態におけるデジタル放送受信装置２０の動作（処理）は、
録画した放送番組の再生の制御に関するモードが警告モードに遷移した場合に特徴を有す
るため、以下では、警告モードに遷移した場合を重点に説明する。
【００７３】
　図１２を参照するに、ステップＳ５０２において、録画制御部２２０は、再生して視聴
する放送番組が印刷報酬取得サービスを含む放送番組であるか否かを判定する。
【００７４】
　再生して視聴する放送番組が印刷報酬取得サービスを含む放送番組ではないと判定され
た場合には、ステップＳ５０４において、選局制御部２１３は、録画した放送番組の再生
の制御に関するモードとして、通常モードを維持する。通常モードとは、視聴者の再生停
止の指示による停止動作に応じて、録画した放送番組の再生の停止処理を実行するモード
である。
【００７５】
　一方、再生して視聴する放送番組が印刷報酬取得サービスを含む放送番組が印刷報酬取
得サービスを含む放送番組であると判定された場合には、ステップＳ５０６に進む。
【００７６】
　ステップＳ５０６において、選局制御部２１３は、録画した放送番組の再生の制御に関
するモードを通常モードから警告モードに遷移させる。警告モードとは、印刷報酬取得サ
ービスを含む放送番組を再生している間に、録画制御部２２０が視聴者の再生停止の指示
による停止動作を検出した場合に、報酬を受ける権利が失われることを通知するモードで
ある。
【００７７】
　ステップＳ５０８において、システム制御部２１１は、視聴者のリモコン２５２の操作
による操作情報やイベントメッセージの受信などのイベントが発生したか否かを判定する
。
【００７８】
　イベントが発生していないと判定された場合には、ステップＳ５１２に進み、イベント
が発生していると判定された場合には、ステップＳ５１０に進む。
【００７９】
　ステップＳ５１０において、システム制御部２１１は、イベントが録画された放送番組
の再生を停止する停止動作であるか否かを判定する。



(13) JP 4689711 B2 2011.5.25

10

20

30

40

50

【００８０】
　イベントが停止動作であると判定された場合には、ステップＳ５１６に進み、イベント
が停止動作ではないと判定された場合には、ステップＳ５１２に進む。
【００８１】
　ステップＳ５１２において、録画制御部２２０は、予め定められた視聴条件を満たした
か否かを確認する。
【００８２】
　予め定められた視聴条件を満たしていなければ、ステップＳ５０８に戻り、予め定めら
れた視聴条件を満たしていれば、ステップＳ５１４に進む。
【００８３】
　ステップＳ５１４において、録画制御部２２０は、印刷コンテンツを受け取ってメモリ
部２１４に格納すると共に、選局制御部２１３は、録画した放送番組の再生の制御に関す
るモードを警告モードから通常モードに遷移させる。
【００８４】
　一方、イベントが停止動作であると判定された場合には、ステップＳ５１６において、
報酬を受ける権利が失われることを通知する（即ち、警告画面を表示する）。例えば、選
局制御部２１３は、図１３に示すような警告画面の生成をグラフィック生成部２１０に依
頼する。図１３に示す警告画面は、視聴者の再生停止の指示による停止動作に応じて、「
番組の再生を停止すると、印刷サービスの権利を失いますがよろしいでしょうか？」とい
う旨を通知する画面である。そして、グラフィック生成部２１０で生成された警告画面（
図１３）が映像表示部２０８に表示される。ここで、図１３は、警告モードにおいて映像
表示部２０８に表示される警告画面の一例を示す図である。
【００８５】
　ステップＳ５１８において、選局制御部２１３は、停止動作を実行するか否かを判定す
る。具体的には、ステップＳ５１６で映像表示部２０８に表示された図１３に示す警告画
面において、停止動作の実行を指示するＹＥＳボタンが選択されたか、或いは、停止動作
の中止を指示するＮＯボタンが選択されたか、を判定する。
【００８６】
　停止動作を実行しない（即ち、図１３に示す警告画面において、ＮＯボタンが選択され
た）と判定された場合には、ステップＳ５２０において、選局制御部２１３は、映像表示
部２０８に表示されている警告画面を消去して、ステップＳ５１２に戻る。この際、録画
制御部２２０は、録画した放送番組の再生を停止する停止処理を実行しないことは言うま
でもない。
【００８７】
　一方、停止動作を実行する（即ち、図１３に示す警告画面において、ＹＥＳボタンが選
択された）と判定された場合には、ステップＳ５２２において、録画制御部２２０は、録
画した放送番組の再生を停止する停止処理を実行する。
【００８８】
　また、ステップＳ５２４において、録画制御部２２０は、これまでの視聴条件（本実施
形態では、視聴ポイント数）をクリアする。これにより、印刷報酬取得サービスを含む放
送番組の視聴により印刷コンテンツ（報酬）を取得することができる権利を失う。
【００８９】
　このように、第２の実施形態によれば、予め定められた視聴条件を満たすことで報酬を
受け取る権利を取得することができる放送番組を再生している間に、停止動作が発生した
場合には、かかる報酬を受け取る権利を失われることが通知（警告）される。従って、視
聴者は、停止動作を中止して視聴（再生）を継続することが可能となり、視聴による報酬
を受け取る権利を失うことを防止することができる。
＜第３の実施形態＞
　第３の実施形態では、視聴条件としての視聴ポイント数をカウントするタイミングをイ
ベントメッセージではなく、印刷コンテンツメタ情報で定義された区間を視聴したことで
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行う場合を説明する。換言すれば、印刷報酬取得サービスを含む放送番組を、指定された
時刻の間視聴していること、指定された時間視聴していること、或いは、指定された時間
再生していることで、印刷コンテンツを受け取る権利を取得する場合を説明する。
【００９０】
　図１４は、情報番組データに含まれる印刷コンテンツメタ情報の一例を示す図である。
印刷コンテンツメタ情報には、図１４に示すように、印刷コンテンツの種別、印刷コンテ
ンツの名称、印刷コンテンツの内容、視聴条件としての視聴ポイント数、初回イベント発
生時刻情報などに加えて、視聴ポイントカウント区間が含まれている。なお、視聴ポイン
トカウント区間は、視聴ポイント数ごとに定義される。
【００９１】
　図１５は、印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始から印刷コンテンツを受け取る
権利を取得するまでの概要を示す図である。なお、図１５では、印刷報酬取得サービスを
含む放送番組の開始時刻とかかる番組の視聴開始時刻とは一致しているものとする。
【００９２】
　図１５を参照するに、まず、印刷報酬取得サービスを含む放送番組が開始した（視聴を
開始した）タイミングＴＭ２１において、印刷コンテンツメタ情報から報酬としての印刷
コンテンツを取得するまでに必要な視聴ポイント数（視聴条件）を取得する。本実施形態
では、印刷コンテンツを取得するまでに必要な視聴ポイント数（視聴条件）は、「３」と
なっている。また、初回イベント発生時刻は、１５：１５と定義されているものとする。
なお、タイミングＴＭ２１において、選局制御部２１３は、チャンネルの選局の制御に関
するモードを通常モードから警告モードに遷移させる。
【００９３】
　次に、時刻が１５：１０となるタイミングＴＭ２５において、最初の視聴ポイントカウ
ント区間が開始され、視聴ポイントカウント区間が終了するタイミングＴＭ２２（時刻１
５：１５）まで選局処理が実行されなければ、視聴ポイント数を「１」だけ減算する。こ
れにより、視聴ポイント数は「２」となる。
【００９４】
　次に、時刻が１５：５５となるタイミングＴＭ２６において、２回目の視聴ポイントカ
ウント区間が開始され、視聴ポイントカウント区間が終了するタイミングＴＭ２３（時刻
１６：００）まで選局処理が実行されなければ、視聴ポイント数を「１」だけ減算する。
これにより、視聴ポイント数は「１」となる。
【００９５】
　次に、時刻が１６：４０となるタイミングＴＭ２７において、３回目の視聴ポイントカ
ウント区間が開始され、視聴ポイントカウント区間が終了するタイミングＴＭ２４（時刻
１６：４５）まで選局処理が実行されなければ、視聴ポイント数を「１」だけ減算する。
これにより、視聴ポイント数は「０」となるため、視聴者は報酬としての印刷コンテンツ
を受け取る権利を取得する。
【００９６】
　なお、デジタル放送受信装置２０の動作（処理）は、第１の実施形態と同様であるため
、ここでの詳細な説明は省略する。
【００９７】
　このように、予め定められた視聴条件を、指定された時刻の間視聴していること、指定
された時間視聴していること、或いは、指定された時間再生していること、としても、第
１の実施形態や第２の実施形態と同様な効果を得ることができる。即ち、予め定められた
視聴条件を満たすことで報酬を受け取る権利を取得することができる放送番組を視聴又は
再生している間に、選局動作又は停止動作が発生した場合には、かかる報酬を受け取る権
利を失われることが通知（警告）される。従って、視聴者は、停止動作を中止して視聴（
再生）を継続することが可能となり、視聴による報酬を受け取る権利を失うことを防止す
ることができる。
＜第４の実施形態＞
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　第４の実施形態では、印刷報酬取得サービスをデジタル放送からダウンロードされるア
プリケーションとして実現する。具体的には、かかるアプリケーションは、放送番組の視
聴を開始する際にダウンロードされる。また、かかるアプリケーションには、第１の実施
形態や第３の実施形態で印刷コンテンツメタ情報に定義されていた視聴ポイント数、初回
イベント発生時刻情報、視聴ポイントカウント区間などの各情報が隠蔽されている。
【００９８】
　本実施形態では、欧州データ放送規格のＪａｖａ（登録商標）ベースアプリケーション
実行環境での動作を可能とする。なお、欧州データ放送規格は、ＭＨＰ（Ｍｕｌｔｉｍｅ
ｄｅｉａ　Ｈｏｍｅ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ）、ＧＥＭ（Ｇｌｏｂａｌｌｙ　Ｅｘｅｃｕｔａ
ｂｌｅ　ＭＨＰ）、ＯＣＡＰ（Ｏｐｅｎ　Ｃａｂｌｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｌａ
ｔｆｏｒｍ）などを含む。
【００９９】
　図１６は、アプリケーションを用いた場合において、録画された印刷報酬取得サービス
を含む放送番組の再生開始から印刷コンテンツを受け取る権利を取得するまでの概要を示
す図である。なお、図１６では、印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始時刻とかか
る番組の視聴開始時刻とは一致しているものとする。
【０１００】
　図１６を参照するに、まず、印刷報酬取得サービスを含む放送番組が開始した（視聴を
開始した）タイミングＴＭ３１において、ダウンロードされたアプリケーションがシステ
ム制御部２１１により起動される。この際、印刷コンテンツを取得するまでに必要な視聴
ポイント数（視聴条件）は、「３」となっている。なお、タイミングＴＭ３１において、
選局制御部２１３は、チャンネルの選局の制御に関するモードを通常モードから警告モー
ドに遷移させる。
【０１０１】
　次に、時刻が１５：１０となるタイミングＴＭ３５において、最初の視聴ポイントカウ
ント区間が開始され、視聴ポイントカウント区間が終了するタイミングＴＭ３２（時刻１
５：１５）まで選局処理が実行されなければ、視聴ポイント数を「１」だけ減算する。こ
れにより、視聴ポイント数は「２」となる。
【０１０２】
　次に、時刻が１５：５５となるタイミングＴＭ３６において、２回目の視聴ポイントカ
ウント区間が開始され、視聴ポイントカウント区間が終了するタイミングＴＭ３３（時刻
１６：００）まで選局処理が実行されなければ、視聴ポイント数を「１」だけ減算する。
これにより、視聴ポイント数は「１」となる。
【０１０３】
　次に、時刻が１６：４０となるタイミングＴＭ３７において、３回目の視聴ポイントカ
ウント区間が開始され、視聴ポイントカウント区間が終了するタイミングＴＭ３４（時刻
１６：４５）まで選局処理が実行されなければ、視聴ポイント数を「１」だけ減算する。
これにより、視聴ポイント数は「０」となるため、アプリケーションは印刷コンテンツの
印刷を実行する。
【０１０４】
　なお、デジタル放送受信装置２０の動作（処理）は、第１の実施形態と同様であるため
、ここでの詳細な説明は省略する。
【０１０５】
　このように、印刷報酬取得サービスをデジタル放送からダウンロードされるアプリケー
ションとして実現しても、第１の実施形態や第２の実施形態と同様な効果を得ることがで
きる。即ち、予め定められた視聴条件を満たすことで報酬を受け取る権利を取得すること
ができる放送番組を視聴又は再生している間に、選局動作又は停止動作が発生した場合に
は、かかる報酬を受け取る権利を失われることが通知（警告）される。従って、視聴者は
、停止動作を中止して視聴（再生）を継続することが可能となり、視聴による報酬を受け
取る権利を失うことを防止することができる。
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【０１０６】
　また、本発明の目的は、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録した記録媒体を、システム又は装置に供給しても達成することができる。従
って、かかるシステム又は装置のコンピュータ（ＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録され
たプログラムコードを読み出して実行することによっても達成されることは言うまでもな
い。
【０１０７】
　この場合、記録媒体から読み出されたプログラムコード自体が上述した実施形態の機能
を実現することになり、かかるプログラムコードを記録した記録媒体は本発明を構成する
ことになる。プログラムコードを記録（供給）するための記録媒体としては、例えば、フ
レキシブルディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性の半導体メモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる
。
【０１０８】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することによって、上述した
実施形態の機能が実現される場合もある。但し、プログラムコードの指示に基づいて、コ
ンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部
又は全部を行い、かかる処理によって上述した実施形態の機能が実現される場合も含まれ
ることは言うまでもない。
【０１０９】
　更に、記録媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれる
場合もある。従って、プログラムコードの指示に基づいて、機能拡張ボードや機能拡張ユ
ニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、かかる処理によって上述
した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１１０】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されないことはいうまでもなく、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である
。
【図面の簡単な説明】
【０１１１】
【図１】本発明の一側面としてのデジタル放送受信装置を含む放送システムの一例を示す
図である。
【図２】本発明の一側面としてのデジタル放送受信装置のシステム構成及び外部との接続
構成を示す概略ブロック図である。
【図３】情報番組データに含まれる印刷コンテンツメタ情報の一例を示す図である。
【図４】汎用イベントメッセージのデータ構造の一例を示す図である。
【図５】イベントメッセージのタイプがｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００である場合におい
て、印刷報酬取得サービスを含む放送番組の視聴開始から印刷コンテンツを受け取る権利
を取得するまでの概要を示す図である。
【図６】イベントメッセージのタイプがｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ０３である場合におい
て、印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始から印刷コンテンツを受け取る権利を取
得するまでの概要を示す図である。
【図７】本発明の一側面としてのデジタル放送受信装置の動作（処理）の一例を説明する
ためのフローチャートである。
【図８】警告モードにおいて映像表示部に表示される警告画面の一例を示す図である。
【図９】警告モードにおいて映像表示部に表示される警告画面の一例を示す図である。
【図１０】印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始時刻を過ぎてから、かかる放送番
組が選局された（即ち、視聴を開始した）場合の概要を示す図である。
【図１１】イベントメッセージのタイプがｔｉｍｅ＿ｍｏｄｅ＝０ｘ００である場合にお
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受け取る権利を取得するまでの概要を示す図である。
【図１２】本発明の一側面としてのデジタル放送受信装置の動作（処理）の一例を説明す
るためのフローチャートである。
【図１３】警告モードにおいて映像表示部２０８に表示される警告画面の一例を示す図で
ある。
【図１４】情報番組データに含まれる印刷コンテンツメタ情報の一例を示す図である。
【図１５】印刷報酬取得サービスを含む放送番組の開始から印刷コンテンツを受け取る権
利を取得するまでの概要を示す図である。
【図１６】アプリケーションを用いた場合において、録画された印刷報酬取得サービスを
含む放送番組の再生開始から印刷コンテンツを受け取る権利を取得するまでの概要を示す
図である。
【符号の説明】
【０１１２】
１０　　　　　　　　　　　放送局
２０　　　　　　　　　　　デジタル放送受信装置
２０１　　　　　　　　　　チューナ部
２０２　　　　　　　　　　データ分離部
２０３　　　　　　　　　　映像デコード部
２０４　　　　　　　　　　音声デコード部
２０５　　　　　　　　　　表示合成部
２０６　　　　　　　　　　表示制御部
２０７　　　　　　　　　　音声制御部
２０８　　　　　　　　　　映像表示部
２０９　　　　　　　　　　音声出力部
２１０　　　　　　　　　　グラフィック生成部
２１１　　　　　　　　　　システム制御部
２１２　　　　　　　　　　受光部
２１３　　　　　　　　　　選局制御部
２１４　　　　　　　　　　メモリ部
２１５　　　　　　　　　　タイマー部
２１６　　　　　　　　　　データ放送制御部
２１７　　　　　　　　　　データ放送ブラウズ処理部
２１８　　　　　　　　　　印刷制御部
２１９　　　　　　　　　　通信制御部
２２０　　　　　　　　　　録画制御部
２２１　　　　　　　　　　システムバス
２５１　　　　　　　　　　アンテナ
２５２　　　　　　　　　　リモコン
３０　　　　　　　　　　　プリンタ



(18) JP 4689711 B2 2011.5.25

【図１】 【図２】
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【図６】 【図７】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１６】
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